






















き取る。蛙の声の歌は、茂吉を想起させるが、幻想的というより、野太い響きがある。それは、 〈生〉を支えている数多の〈死〉に届いてい ということであ 。蝉の歌の「かあんかあんと」というオノマトペ 浄土からの反響のようで卓抜である。そしてこれらの底には、命の瑞々しさを「水のごとし」と受け止め 純度の高い身体性がある。
本歌集には「寂しさ」 「孤独」という語が散見される































歴史（ 「不穏」 ）この国の現在を指摘して痛烈であ 。三・一一を含め人の世の惨事を深く心に刻みつつ、氏
は次のように歌う。
朱夏
　
うっそうたる森をさ迷いし今日という日がす
べてでありき（ 「さやぐ」 ）
どうしても言わねばならぬ言葉などありはしないよ
枯葉ふりつむ（ 「言葉」 ）
相聞と挽歌あやなす詩の海にほとりほとりと言葉を
落とす（同）限りある命と言葉は繋がっている。人はそれを痛切に
感じてきたからこそ、恋の切なさと死を悼む心を不完全な言葉に託してきた。伊良部氏もそのような歌の系譜に立っている。命の発露としての言葉を調べに乗せる紛れもない歌人なのである。（ 『現代女性歌人叢書⑳』ながらみ書房
　
二、五〇〇円＋
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